
アサーティブプログラムの特徴

　自らのことを理解し、大きな視野で周りの状況を見極め、自分で考えたことを、
相手にしっかりと伝える準備ができるノートである。このことにより、アイデンティ
ティの形成と自己成長を促すことになる。

自己成長を促す「アサーティブノート」3

　将来の自分を意識させ、大学で何を学ぶかを問い、大学で学ぶ意味を自ら
気付くように促し、学ぶ意欲を引き出すことができるようにする。

本学職員との「個別面談」1

↑→MANABOSSの
　　画面

【ＭＡＮＡＢＯＳS導入の目的】

❶基礎学力の確認と弱点の発見から計画的
学習への動機づけができる。

❷論理的思考や批判的思考を始めとして、物
事を多様な観点から考察する能力を育成する。

❸ポートフォリオで成長の記録を振り返ること
ができ、入学後の学生ポートフォリオにつなげる
ことができる。

独自開発システム「MANABOSS（マナボス）」2

基礎学力適性検査
　高等学校段階の学力を客観的に把握・活用ができるように「言語能力問
題」と「非言語能力問題」を準備。「達成度」から自らの基礎学力の状態を把
握し、計画的に学ぶ姿勢を養うことができる。

バカロレアバトル
　大学において、「答えのない問題」を発見し、解決するために必要な専門的
知識と汎用的能力を鍛えるための準備として、与えられた課題にたいしてじっく
り考えることを養い、ＳＮＳ上で議論を展開することができる。

アサーティブプログラム・アサーティブ入試の流れ

ガイダンス 大学と受験生の「相互理解」

入学前学習

個別面談 一人ひとりのスタート地点の確認と
「相互選択」

基礎学力
適性検査

ネットワークを利用することにより、自らも基
礎学力を伸ばすことが出来るようにする追
手門学院大学独自のシステム

バカロレア
バトル

与えられたテーマに対してSNS上で参加者
同士が議論を展開し、他者の意見を踏まえ、
自分の意見を主張することができるようにする

MANABOSS 本学独自のシステム

グループディスカッション

・個別面接
・基礎学力適性検査

1次試験

2次試験
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事業による効果 （期待する入学予定者像）

アサーティブとは

　本学では、相手の意見に耳を傾けながら、自分の意見や考え
を主張することができる態度、自分を知り表現することが大切
になるという意味で使っています。

大学全入時代
　入試方法の多様化等により入学者の在り方も変容してお
り、学習意欲の低下や目的意識の希薄化などが顕著
（中央教育審議会　学士課程教育の構築に向けて　平成20年12月24日）

文教政策
　大学入学者選抜は、本来、高等学校教育を基盤として、各
大学のアドミッションポリシーの下、能力・意欲・適性を見極め、
大学での教育に円滑につなげていくことを求める
（教育再生実行会議　第四次提言　平成25年10月31日）

シラバスの
活用ができる

講義への
参加意欲の向上

各種活動への
積極的な参加

などができる新入生の増加


